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文善
行
者
・
功
労
者

を
表
彰

菊
か
お
り
が
た
だ
よ
う
秋
空
の
も
と

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
を
中
心
に
、

恒
例
の
文
化
の
祭
典
が
開
か
れ
、
十
一

月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
、
生
花
・
盆
栽

・
菊
花
・
水
墨
・
書
の
作
品
展
が
開
か

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
日
の
文
化
の
日
に
は
、
町

行
政
に
対
す
る
善
行
者
、
功
労
者
、
協

力
者
三
十
五
名
と
水
巻
音
頭
作
詞
の
入

選
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
噸
不
同
）

【
感
謝
状
】

室
井
　
貫
蔵
　
机

（頃末・弓道場）

【
水
巻
町
表
彰
】

◇
菩
行
者

中
島
　
真
二

◇
永
年
勤
続
功
労
者

内
尾
　
勝
正

佐
藤
　
高
昭

入
江
　
行
雄

吉
川
ｌ
　
豊

山
下
　
勝
利

古
賀
ス
ミ
子

仲
野
　
兆
子

亭
氷
　
英
憲

下
二
町
住

区
　
長

消
防
団

町
職
員

クケケク〃

【
水
巻
町
教
育
委
員
会
表
彰
】

◇
永
年
勤
続
功
労
者
　
　
＼
1
・

奏
　
　
公
義
　
水
巻
中
学
校

佐
藤
　
幸
乃
　
　
ク

豊
沢
　
恒
一
水
巻
南
中
学
校

（
二
面
に
つ
づ
く
）
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◇
社
会
教
育
協
力
者

白
石
　
　
喬

平
野
　
照
義

◇
学
校
教
育
協
力
者

桂
　
　
郁
夫

永
沼
　
昇
一

上
村
　
光
塔

竹
内
　
幸
雄

岩
永
　
政
行

中
原
　
勇
一

吉
田
二

吉
田
一

頃
末

伊
左
座

ケ

頃
末

猪
鱒

二

◇
社
会
福
祉
協
助
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
山
　
勇
　
立
屋
敷

稲
村
　
丑
　
古
賀
区
　
　
　
　
　
　
久
野
ス
ズ
子
　
頃
末

川
本
　
安
子
　
吉
田
三
　
　
　
　
　
　
　
水
巻
町
商
工
会
青
年
部

優

秀

な

作

品

が

ズ

ラ

リ

ー
　
第
1
6
回
青
少
年
競
書
大
会
1

田
中
　
嘉
子
　
水
巻
南
中
学
校

山
本
　
正
敏
　
芦
屋
町

東
洋
建
設
工
業
株
式
会
社

丸
共
商
事
株
式
会
社

【
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
】

◇
社
会
福
祉
特
別
功
労
者

甲
斐
　
尭
　
民
生
児
童
委
員

∴
柴
田
己
代
治
　
　
ク

木
村
　
国
芙
　
　
〃

岡
部
　
淳
子
　
　
ク

高
橋
ス
エ
子
　
　
〃

十
月
十
六
日
、
頃
末
小
学
校
で
競
書

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

書
を
通
し
て
青
少
年
の
情
操
豊
か
な

人
間
形
成
に
よ
る
健
全
な
育
成
を
目
的

と
し
、
ま
た
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
大
会

に
、
今
年
も
、
町
内
の
小
・
中
学
生
二

百
六
十
九
名
が
参
加
、
力
い
っ
ぱ
い
筆

を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

特
選
作
は
次
の
と
お
り
で
す
。

審
査
評
山
内
滴
翠
先
生

永年勤続で表彰をうける内尾勝正さん

席
上
揮
ご
う
で
の
作
品
と
聞
き
、
す

ば
ら
し
い
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
み
せ
つ
け

ら
れ
、
正
直
い
っ
て
感
心
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
作
品
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
実
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に

勉
強
で
き
、
し
か
も
す
ば
ら
し
い
作
品

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
保
護
者
の

か
た
と
地
区
公
民
館
、
教
育
委
員
会
の

連
携
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
↓
体
と
な
っ
た
地
域
ぐ

る
み
の
真
剣
な
行
事
は
、
全
国
的
に
も

稀
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
十
六
回

も
続
い
た
こ
の
行
事
を
た
や
す
こ
と
な

く
、
皆
さ
ん
の
手
で
す
ば
ら
し
い
意
義

あ
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
念

じ
て
い
ま
す
。

一

河川を美しく

、鞄二．

。小2年　　　　　　　小1年

まついひさこ　　　　しんとくあき

町
内
に
は
大
き
な
川
と
し
て

堀
川
、
曲
川
が
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
支
流
と
し
て
数
多
く
の
川

や
下
水
道
が
あ
り
こ
れ
ら
は
私

た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
用
で
す
。

特
に
沿
線
住
民
に
と
っ
て
は

水
害
及
び
環
境
衛
生
上
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

町
や
県
で
は
こ
れ
ら
の
川
の
整

備
を
重
要
な
政
策
と
し
て
取
組

ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
川
に

ご
み
を
捨
て
る
心
な
い
一
部
の

人
が
い
る
た
め
に
、
ご
み
が
堆

積
し
て
美
観
を
そ
こ
ね
た
り
、

悪
臭
を
放
つ
な
ど
、
み
ん
な
が

大
変
不
愉
快
な
思
い
を
し
ま

す
。
そ
し
て
、
ま
た
川
の
流
れ

が
悪
く
な
れ
ば
水
害
の
原
因
に

も
な
り
、
災
害
防
止
上
重
大
な

影
響
が
で
て
き
ま
す
。

河
川
の
沿
線
住
民
の
か
た
は

お
互
い
に
注
意
し
て
川
に
ご
み

炉
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
ご
協

力
ノ
＼
だ
さ
い
。

ま
た
、
車
な
ど
で
大
型
ご
み

や
産
業
廃
棄
物
な
ど
を
投
棄
す

る
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
社
名

あ
る
い
は
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し

て
警
察
署
、
保
健
所
、
役
場
な

ど
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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水
盤
ア
思
こ
明

－
新
し
い
歌
詞
誕
生
－

水

巻

町

職

員

募

集

三
十
七
年
前
の
昭
和
十
五
年
に
町
制

施
行
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
水
巻
音

頭
（
作
詞
・
小
役
丸
久
男
、
作
曲
・
山

本
和
友
）
も
現
在
で
は
一
部
で
盆
踊
り

に
使
わ
れ
て
い
る
程
度
。
詞
の
内
容
も

炭
碗
全
盛
の
こ
ろ
の
も
の
で
、
現
在
の

町
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
変
し
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
こ
の
水
巻
音
頚
を
現
在
の

町
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
う
よ
う
な
歌
詞
を

募
集
し
ま
し
た
。
多
数
の
応
募
作
品
の

な
か
か
ら
厳
選
し
た
結
果
、
次
の
か
た

が
人
選
し
ま
し
た
。

三
日
の
式
典
の
後
、
水
巻
音
頭
が
受

彰
者
の
前
で
、
三
味
線
や
尺
八
な
ど
の

音
に
の
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

か
る
い
リ
ズ
ム
に
親
し
み
や
す
い
歌

詞
が
マ
ッ
チ
し
て
、
な
か
な
か
の
好
評

判
で
し
た
。

新
し
い
水
巻
音
頭
を
住
み
よ
い
町
づ

田　自　白
申石石

秀禎禎
樹輔輔

猪ク　書

そらのたかさよみずまき　欝　田

白石禎輔　さん

▼
職
種

。
保
健
婦
　
　
　
1
名

。
学
校
用
務
員
　
1
名

▼
受
験
資
格

◎
保
健
婦
　
昭
和
2
2
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
3
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
女
子
で
保
健
婦
免
許
保
有
者
も
し

く
は
昭
和
5
3
年
3
月
取
得
予
定
の
者

◎
用
務
員
　
昭
和
7
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
2
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
住
込
み
の
で
き
る
男
子
。

く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
共
に
口
ず

さ
み
、
末
な
が
く
か
わ
い
が
っ
て
い
き

◎
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

ィ
、
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す

る
者

。
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

。
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ち
れ
、
そ
の

執
行
を
終
る
ま
で
の
者
、
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

。
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
、
ま
た
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
被
か
い

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者

▼
受
付
期
間

昭
和
5
2
年
1
1
月
1
4
日
～
1
1
月
2
5
日

9
時
～
1
7
時
（
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で

郵
送
の
場
合
は
1
1
月
2
2
日
消
印
の
あ

る
も
の
ま
で
有
効

▼
受
験
手
続

。
申
込
用
紙
請
求
は
役
場
人
事
係
ま
で

。
郵
送
の
場
合
は
返
信
料
を
そ
え
て
封

筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書

。
保
健
婦
免
許
保
有
者
は
申
込
時
に
免

許
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
係
（
舎

6

0

1

・

4

3

2

1

）

に

問

合

せ

く

だ

さ
い
。

ま
し
ょ
う
。

※
尺
八
、
三
味
線
、

望
さ
れ
る
か
た
は
、

巻
　
音
　
頭

作
詞
　
自

作
曲
　
山

太
黄
の
楽
譜
を
希

教
育
委
員
会
ま
で

水
巻
町
営
（
身
体
障
害
者
用
）
住
宅

入
居
募
集
　
－
　
車
椅
子
専
用
　
－

石
　
禎
　
輔

本
　
和
　
友

一
、
空
の
高
さ
よ
　
水
巻
町
の

家
並
み
明
る
い
　
緑
の
舗
道

若
い
あ
の
娘
に
　
若
い
あ
の
娘
に

春
の
風

二
、
が
遠
賀
河
原
は
　
ひ
ろ
が
り
ゆ
た
か

こ
だ
ま
と
ど
ろ
く
　
若
衆
連
の

音
頭
太
鼓
に
　
音
頭
太
鼓
に

夏
の
雲

三
、
燃
え
る
生
命
か
　
額
の
汗
は

創
る
明
日
の
　
夢
あ
る
町
よ

な
び
く
稲
穂
に
　
な
び
く
稲
穂
に

秋
の
月

四
、
窓
に
愛
の
灯

団
地
楽
し
や

急
ぐ
家
路
に

冬
の
星

と
も

ほ
の
か
に
点
り

家
族
の
笑
顔

急
ぐ
家
路
に

五
、
み
ん
な
給
に
な
り
　
こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ

伸
び
る
住
み
よ
い
　
水
巻
町
に

花
が
香
る
よ
　
花
が
香
る
よ

四
季
の
花

◎
入
居
場
所
　
吉
田
団
地

◎
募
集
戸
数
　
1
戸

◎
申
込
期
間
　
1
1
月
1
0
日
～
1
1
月
1
8
日

◎
申
込
先
・
申
込
用
紙
交
付
先

役
場
住
宅
課
（
郵
送
不
可
）

◎
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
こ
と

◎
申
込
資
格

次
の
的
か
ら
胴
ま
で
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

の
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
町
内
に
住
居

ま
た
は
、
勤
務
場
所
を
有
す
る
こ
と

㈱
　
身
体
障
害
者
で
車
椅
子
使
用
者
で

あ
る
こ
と

1

ｔ

つ

的
－
塊
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

⇔
　
申
込
者
及
び
同
居
親
族
の
収
入
の

合
計
が
別
糞
の
収
入
基
準
で
あ
る
こ

と

窮
し
て
い
る
こ
と

等
に
つ
き
確
実

連
帯
保
証
人
が

全
員
が
団
地
に

け
る
共
同
生
活

鯛

現
に
住
宅
に

円
満
に
営
む
こ

が
認
き
る
者
で

る
こ
と

◎
入
居
者
の
決
定

入
居
者
の
資
格

ど
を
調
査
し
、
任

困
窮
度
に
応
じ
選

に
よ
り
入
居
者
を
決 考 宅 な　　　 あ　 と を お 宿　　 し、な 己‾、’‾ 由

収入基準
扶養家族

、0 人

〃
1人

ク
2 人

ク
3 人

ク
4 人

81，（伽以下
1，馳3，9掛 1，餉5，9％ 乙乃9，9⑩ 乙位1，鮎 2，％7，珊
（1亀 碓 ） （162，1叫 （1恥 鑑3） （219，瑚 （別7，9射）

定
し
ま
す
　
　
単
位
円
（
　
）
は
月
額
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母
子
保
健
相
談

▼
日
時
　
1
1
月
1
8
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

▼
会
場
　
富
田
団
地
公
民
館

▼
内
容
　
育
児
・
家
族
計
画
相
談
指
導

体
重
・
身
長
計
測

家
族
計
画
用
器
具
・
薬
品
準
備

成
人
病
教
室

▼
日
時
　
1
1
月
1
6
日
　
9
時
～
1
1
時

▼
会
場
　
遠
賀
保
健
所

▼
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
個
人
別

保
健
相
談
指
導

予
定
し
て
い
ま
し
た
食
生
活
指
導
は

十
二
月
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
縦
覧

水
巻
都
市
計
画
道
路
事
業
の
図
書
を

左
記
の
と
お
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
縦
覧

し
ま
す
。

▽
事
業
の
名
称

三
・
四
・
五
砂
山
丸
の
内
線

▽
事
業
地

古
賀
・
猪
熊
の
一
部

▽
縦
覧
期
間

昭
和
駈
年
3
月
3
1
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

役
場
建
設
課
計
画
係

福
岡
県
立
看
護

専
門
学
校
入
学
試
験

▼
募
集
人
員
・
修
業
年
限

。
保
健
婦
助
産
婦
科
　
5
0
名
　
1
年

。
看
護
婦
科
　
　
　
　
5
0
名
　
2
年

▼
願
書
受
付
期
間

昭

和

5

3

年

1

月

5

Ｒ

Ｔ

（

1

月

3

1

日

▼
原
書
提
出
・
問
合
せ
先

筑
紫
部
太
宰
府
町
大
字
向
佐
野
2
2

県
立
看
護
専
門
学
校
（
曾
0
9
2
9

2

⑧

2

0

3

6

）

育
林
運
動
ポ
ス
タ
ー

原
画
募
集

▼
図
柄
の
内
容

。
育
林
・
自
然
保
護
を
目
的
と
し
た
も

の
（
例
、
縁
の
保
護
・
手
入
・
樹
木

の
折
損
防
止
・
森
林
病
害
虫
の
防

除
）

。
ポ
ス
タ
ー
の
中
に
は
一
切
文
字
を
使

用
し
な
い

。
創
作
に
限
る

▼
応
募
資
格

一
般
｛
大
学
生
以
上
の
人
）

▼
締
切
期
限
お
よ
び
送
付
先

。
昭
和
5
3
年
1
月
末
日

。
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
、
東
京
都
千

代
田
区
平
河
町
2
－
1
7
砂
防
会
館

▼
用
紙

。
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
縦
5
1
α
横

3
6
例
（
Ｂ
3
）
を
基
準
と
し
縦
書

。
図
案
裏
面
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名

年
令
、
性
別
、
職
業
を
明
記

▼
そ
の
他

。
審
査
結
果
は
5
3
年
3
月
末
日
ま
で
に

本
会
季
刊
誌
に
発
表
、
ま
た
本
人
に

通
知
す
る

。
応
募
作
晶
は
返
還
し
な
い

。
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
す
る
画
材
は
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
、
リ
キ
テ
ッ
ク
ス
、
油

彩
、
水
彩
と
す
る

。
入
選
・
佳
作
の
著
作
権
は
す
べ
て
本

委
員
会
に
帰
属
す
る

。
入
選
作
は
広
く
全
国
に
酎
付
す
る
（

必
要
に
応
じ
修
正
す
る
こ
と
が
あ

る
）新

有
権
者
感
想
文
募
集

▼
内
容

新
有
権
者
と
し
て
、
国
政
や
地
方
自

治
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
経

納
税
に
口
座
振
替
制
度
を

－
　
国
民
年
金
保
険
料
が
新
し
く

▼
指
定
金
融
機
関

）

口
座
振
奉
納
税
制
度
と
は
、
手
練

さ
え
し
て
お
け
ば
、
納
期
限
に
指
定

の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
え

て
納
税
し
て
く
れ
る
し
く
み
で
す
。

納
期
た
び
に
足
を
運
ぶ
手
間
が
省
け

ま
す
。
便
利
な
こ
の
制
度
を
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
の
で
き
る
も
の
、

国
民
年
金
保
険
料
、
町
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

自
動
車
税
、
町
営
・
改
良
住
宅
家

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
農
協
水
巻

支
所
、
福
岡
銀
行
（
折
尾
・
梅
ノ

木
支
店
）

▼
手
続

。
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印

鑑
、
納
付
書
を
持
参
し
て
役
場
窓

．
、
口
で
。

。
町
営
（
改
良
）
住
宅
家
賃
の
場
合

は
指
定
金
融
機
関
で
手
続
を
。
一

験
し
た
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

▼
課
題

そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

▼
字
数

1
6
0
0
字
以
内
（
4
0
0
字
詰
原

稿
用
紙
4
枚
以
内
）

▼
応
募
資
格

昭
和
3
2
年
1
月
1
日
～
昭
和
3
3
年
1
2

月
3
1
日
に
生
ま
れ
た
人

▼
申
込
期
間
・
提
出
先

昭
和
5
2
年
1
1
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
福
岡
市

天
神
1
丁
目
1
番
1
号

▼
発
表

昭
和
5
3
年
2
月
1
5
日
本
人
に
通
知

▼
賞
金

最
優
秀
1
篇
5
万
円

入
賞
5
篇
3
万
円

佳
作
若
干
1
万
円

▼
主
催
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

▼
そ
の
他

。
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ

を
付
け
る
）
・
性
別
・
生
年
月
日
お

よ
び
職
業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記

。
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
返

却
は
し
な
い

。
入
選
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

の
た
め
に
自
由
に
使
用
す
る

。
感
想
文
募
集
を
知
っ
た
媒
体
名
を
記

入
例
・
広
報
み
ず
ま
き

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
の
事
件
、

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
期
間
に
は

い
りｌ
ま
す
。
毎
年
、
猟
銃
に
よ
る
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
狩
猟
に
際
し
て
は

法
令
や
マ
ナ
ー
を
十
分
守
り
、
事
件
、

密
故
を
防
止
す
る
た
め
最
善
の
注
意
を

は
ら
い
ま
し
．
よ
う
。

－お　　礼－
香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し
あげます。

古　　賀　　故保武エキ殿　　保武治之介殿
吉田大橋　　故福本リソ殿　　杉本　　馨殿
吉田三　　故高雄法好殿　　高雄シゲノ殿
猪熊入柳　　故官Ｊｌ隆義殿　　宮川喜代子殿

頃末山手の佐藤正男殿より、故野口チカヲ殿の生前の介護に
感謝され、社会福祉事業のためご寄付がありました。あっくお

礼申しあげます。

日　曜ｌ在　宅　医

11月13日　村　田　医　院　内・児科　頃　末　書691・0745

11月20日　中　村　医　院　内・児科　下　二　舎691・5820

11月27日　有　層．医　院　内・児科　吉　田　曾691・1394

12月4日　長彿ｌ医　院眼　科樋　口　舎691・1017
1

診察時間9時～17時、原則として往診はしません。


